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又ゆらぎの効果を入れる時 もマクロな運動に randam farceを入れた形で論 じられた｡
ここではいきなりFokker-Planck形の方程式に応用する方法をvandorPol振動子に































･計 wo2,x'1)(To,Tl)-2wo[若 一箪 A(1-響 )]sin(woTo･Q)
･2woH IAcos(woTo+め)+iPA3wo2sin3(wo- )
ここで右辺第 1,第 2項は左辺の振動子と同じ振動数 woもっているので共鳴をおこし








































Hl(Ⅹ,Ⅴ)-D盲手 一芸 (卜 βx2)a.V
(4)に対応して

































早い time-scaleToに比例 して増加 してしまう(但しHlの平均HIToが T｡≫Tlで有限な
operatorHlに近づくと仮定 )のでこの secularterm を除 くように余分の自由度をき


























esHo孟 e-sHo- TT 有 +coswos一両
これらの結果を(25)に代入 して で｡→- ととると
(31)
il-冒lb志+蒜十票(去 x+芸 Ⅴ)[1-i(x2†i)] (32)
これがおそい運動を記述する stochasticoperatorである｡ x,Ⅴの代 りに変数A,¢を用
いればより見通 しがよくなる:
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